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小山第一小学校給食共同調理場 

１ 食数７７３食（一小３６７食、二小１５４食、三小２５２食） 

   調理員１４名（二小、三小は２名で配膳の作業をします） 

   今年度もシダックス大新東ヒューマンサービス株式会社が調理を担当します。 

２ 給食費 年間４６,２００円 

    転出・転入・長期欠席は日割り計算で徴収します。（１食２３５円×食べた日数分） 

    長期欠席については、連絡を受けて２日後から連続１０日以上の場合、返金に 

   なります。長期欠席等で給食を止めたい場合や転出などが分かっている時は、早め 

に担任を通じて御連絡ください。 

保護者の皆様からお預かりした給食費は食材料費のみに使用し、光熱水費、人 

   件費などには使用しません。 

３ 給食の内容 

   米飯・・・週４回（月・火・水・木）、自校炊飯 

        小山市産のコシヒカリ、生井っ子（1 学期）、 

有機栽培米（年 43 回）、ラムサールふゆみずたんぼ米（年７回）を使用 

   パン・・・週１回（金） 

        米粉パン（小山市産米粉を使用）年間２０回提供 

        コッペパン（栃木県産小麦ゆめかおりを使用） 

   おかず・・家庭で不足しがちな食品を取り入れます。（豆類・海藻・種実・芋類） 

        地場産野菜、おとん（豚肉）、おやま和牛、はとむぎ、小山市産大豆納豆

など、小山市産の食材を積極的に活用しています。 

４ 衛生・安全面への配慮 

   加熱調理を主体とします。 

   できるだけ小山市産、栃木県産、国産の食品を使用します。 

５ 食物アレルギー等の対応について 

    小山市で対応できる食材は１５品目です。（卵・乳・小麦・えび・かに・いか・ 

さば・鮭・大豆・牛肉・豚肉・鶏肉・ごま・オレンジ・もも） 

    食物アレルギーの対応には、医師の診断による「学校生活管理指導表」の提出 

   が必要になります。対応を御希望の方は、担任を通じて御連絡ください。 
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